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第 5号 第 382回千葉医学会例会，第 2回千葉皮膚科臨床談話会 381-
部に小豆大から鶏卵大の明確に壊された蓄微紅色の
皮面から柏、々隆起し光、沢を帯び7こ精々硬い丘疹が多
数散発し融合している。自覚的症状なく，知覚異
常，発熱，全身異和，局所淋巴腺腫脹もない。神経
肥厚もないが顔面は獅子面を想わしめる。
組織学的には有糠細胞層の萎縮と空胞変性を見る
が，真皮中層以下に強い小円形細胞の浸潤がみり，
組織球，プラスマ細胞が多少見られる。謬原繊維は
一般に膨化しているが，フイプリノイド変性は見ら
れない。反復した細菌学的染色で願菌その他は見ら
れず，組織学的にも願様変化はない。
エリテマトーデス，類肉腫，ライシユマニア症，
多型惨出性紅斑， アレノレギー性皮疹(含薬疹)，浸
性顔面肉芽腫などと鑑別を考慮中である。 
6. エリテマトーデスの治療
竹内 勝(千大皮)
エリテマトーデスを急性，慢性の 2型に分けるこ
とは往年と同様であるが，限局性か，播種状かによ
り次の様な分類を用いるものが多い。 
1. acute localized，edematous type 
2. chr. discoide type 
3. chr. dissem. type (psoriatic type，全身症
状(ー )， LE (ー )J 
4. subacute dissem. type 
5. acute dissem. type 
6. protracted systhemic type 
ついで LE細胞の意義，血清梅毒反応が屡々皮疹
に先立ち生物学的疑陽性を示すことをのべ，本症の
治療について概説した。
本症に特異な治療法はないととは病因が確定して
いない今日では止むを得ない。従来 bis.-sod.-
triglycollamate (bistrimate) を3日間 3錠， つ
いで 4~24 週に豆り 2 錠内用すると慢性円盤状型は 
50_，.75% vζ効がある。しかし歯猷炎，胃腸障碍，頭
重，白血球減小などの副作用があることを留意しな
ければならなし、。 sod.-paraminobenzoate を2時
間毎に 1日9回(除夜間) 5錠ずつ服用(1日 45
錠)する方法があるが，副作用のみ多く効は少い。 
tochophenol (Vitamine E)を 1日200mg，3回
服用を 2~9 日内用または週 2 回 400mg 筋注を同
上の期間行なう方法もあるが卓効を得る乙とは砂
い。抗菌剤を用いた報告は少くないが，クロマイが
時に慢性円盤状型l乙効があるにすぎず大きな期待は
出来ない。金剤は同様に慢性型のみに効があるが 
30~70% は相当の効果が見られ，急性型には副腎皮
質剤が著効を示す。しかし投与量，期間は慎重なる
べきことを症例について説明した。
